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【概要】

1111．はじめに

L10型構造を持つFePt規則合金膜は c軸方向を容易軸とし，7×107erg/ccの大きな磁気異方性を示すことか

ら，2 nm程度まで微粒子化しても熱安定性を確保できる．このため，L10-FePtは次世代の垂直磁気記録材料

として有望視されている．FePtの実用上の課題は L10規則化に必要な高温(500℃)での熱処理，およびその熱

処理による結晶粒の肥大化である．これらの課題の解決には，Feと非固溶なAgの添加が有効であることが

報告されているが，AgがFePt膜中でどのような形態（合金化あるいは析出など）で存在するのかは分かっ

ておらず，FePt膜の規則化を促すメカニズムは解明されていない．我々は過去の研究において，MBE法で単

結晶MgO(001)基板上に三元同時蒸着した L10型FePt-AgおよびFePd-Agを成膜したところ，両者でAg添加

効果が異なっていることがわかった．そこで本研究では FePt，FePdと同様にL10型構造を持つCoPtへのAg
添加を行い，その構造と磁気特性の変化を FePt，FePdと比較することで，L10規則合金に対するAg添加効

果を系統的に調べた．

2222．実験方法

CoPt-Ag (10 nm)膜は，MBE法により三元同時蒸着することで作製した．蒸着中の真空度は 5×10-9Torr以下

で，Co，Pt，Agの蒸着速度は水晶膜厚モニターの値を電源にフィードバックすることで制御した．基板には

MgO(001)を用い，加熱基板温度300℃で成膜した．

3333．結果及び考察

Fig．1に300℃で成膜したCoPt-Agおよび250，400℃で成膜した(FePt)100-xAgx，400℃で成膜した(FePd)100-xAgx
膜についてのL10規則度のAg添加量依存性を示す．CoPt-Ag膜でも，FePt-Ag，FePd-Ag膜と同様に，10 at%
程度までAgを添加することによって規則度の上昇がみられた．

Fig．2にX線回折プロファイルのFePt，FePd，CoPtの 200および 002ピークから算出した単位格子体積

のAg添加組成比率依存性を示す．CoPt-Ag膜ではFePt-Ag膜と同様にAg添加量に関わらず，格子体積はバ

ルク値とほぼ同じ値をとることがわかった．これに対して，FePd-AgではAg添加量の増加にともなって格子

体積が増加したことから，CoPt-Ag，FePt-Ag膜では，CoPtおよび FePtがAgと分離しているのに対して，

FePd-Ag膜ではFePdとAgが合金化している可能性が考えられる．

Fig.1 L10規則度のAg添加組成比率依存性 Fig.2 単位格子体積のAg添加組成比率依存性
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